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論文審査の要旨（400字以内） 

 

 人工神経＋脂肪由来幹細胞のハイブリッドにて jump graftと同等の電気生

理学的結果が得られた。実臨床に照らし合わせても将来有望な方法である。ラ

ットではなく大動物の実験で神経線維がどのくらいの欠損距離をカバーでき

るのか検討が必要と考えられるし、また、脂肪由来幹細胞を入れることによる

障壁が問題となる可能性があるが、今後の展開によっては将来的に非常に期

待できる方法である。 

神経の自家移植を避ける本法の開発は実臨床では発展性が期待でき、また、

他の神経損傷にも応用できる可能性を秘めている。亀井先生は形成外科学会

専門医として多くの学術的発表を行っており、また、本研究に基づいた臨床応

用を実行する資質も十分兼ね備えていると判断する。 

 本要旨は当該論文が第二次審査に合格した後の 1 週間以内に医学部学務課

へご提出下さい。（本学学会雑誌に公表）[学校教育法学位規則第 8条] 

 

 

 

学 位 審 査 


